38.運動学習効果の検出能からみた運動平衡保持法と位置および力再現法の異同について(神経・感覚,一般口演,第60回 日本体力医学会大会) by 金子 文成 et al.
38.運動学習効果の検出能からみた運動平衡保持法
と位置および力再現法の異同について(神経・感覚,
一般口演,第60回 日本体力医学会大会)
著者 金子 文成, 速水 達也, 木塚 朝博, 横井 孝志
雑誌名 体力科學
巻 54
号 6
ページ 437
発行年 2005-12-01
権利 日本体力医学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00133496
{神経・感覚} 437 
38.議勤学習効果の検出能からみた運動平欝保持法と位畿
およびカ蒋現法の築関について
。金子文成i、i進水溶也2、木域紛i率三横井孝恋i
(i独立行政法人産設技術総令研究所 人関郷社民工学研究
部門、 2筑波大学大学校入閣総合科学研究科)
{はじめにj 我々が機業した議動平簡保持 (Kinetic叫
ビquilibrating:Jく-E)法による逮動議題 (K-E線灘)の特
j設は，能動的なj架部総党の知覚をf起しながら筋出1)させる
点vであるのリハピリテ}ションやスポ…ツ総資へ応j持する
にあたり， 1<品 E法で、f字:潔および評価できる体性感覚ぺ運動
i遊間機哉の質的智衆を理解する必揺がある。本研究の践的
は，従来から体性感党機能評{認として鰐いられてきた佼鐙
および)J得税法と，瓦氾法とを巡lliJJ学習効果の検出能と
いう ".!K治、ら比較し.方法に依手子する結来の輿悶を明らかに
することで為った。{方法} 対設は健康な成人男性誌名
(22.1 土 2.2~) であった。実験は滋動学習i介入前後のR1>:
f誌と，運動学費のための線腎で構成されたむ 1) K氾謀総
の実施jj法 被験者は手伝位でHifO節}諮由60ひとし， l込部を
K~E 繰越用の:才 J) ジナル畿詮に鑑定されたむ K-E 謀総で
被験者に対してIil不する:J](リ線カ}の範簡はlONから
40l¥であり t 12秒.15秒， 18秒提j郊のJf弦波様に変化させ
たむI試技中に周期絡が2Wl，それ以外のj詰溺はlfil出現させ，
JlIi1位は無作為とした。誇f1iTIij雪機，として. 1秒間当りのfH禁
カと被験者がお)Jした)Jとの系依田E力絶対談議)およ
び位授の変化(1<-E i立愛絶対誤若〉を算出した。 2)野税
法の実施jJ法 [( _-1つ法と問機に，併説法の?長線絞{立は言語
坐i立としたひカの再現は膝関節ml酪60。で話襟力を4kgとし，
{立援の得税では日襟角度を膝際街tmil160ゆとしたむ各試技
において>)Jもしくは殺援のEH泉をき己f設させ穿そのi夜後に
力出力またi土関節免疫の?写現を行わせた。 iえ覚的iこ自擦を
再現したと考えた時点で合医iをさせたむここでも，単位特
例潜むの協:様僚と出力した)J もしくは隣諸1角度との誌!Hv~
(再現力絶対誤差，待攻f立愛絶対話:忍}を詐似指i擦とした9
3)練習による介入 K-E課題を反援して行わせる練習を，
3 日 IHJで合部-40試技~践したお{結果i 練鷲前後で統計学
的有意に変化していた指・擦は， K甲E繰越でのカ;および{立
霞絶対誤差であり，得税法における絶対誤差はカ，設設共
に変化しなかった。各溺定J.tt践の総1!1前後における変イヒ主事
を算出し， J(-E力総対議混と符ぽ現力絶対訟法およびl{-E
i立滋絶対誤差と再滋位鐙絶対誤差との桔jのi?J係を検討した
ところ，いずれの鉛にも容窓に葱線i長j婚される関係はな
かった。 i考察と総論} 今路用いた詳縞指犠に援うてい
えば， K活課題を反復練習することで生じた機能の向上i丸
符税法による評織では検出されないことが紛らかとなったお
このことは， I{-E繰越の反復で変化する機能i丸持議訟
で37・織している機能へは転移していないことを示竣する古
本研究結条は，絶対談怒をまドイ謡指様とした主義'合;こは，
l{-E i去で評徹している綴能と再説法で務部している機能
とは薬会っていることを示唆するものと考えた。
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